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独赤

画
映同同同同同同

キ人プ

ミ妻レ身い

高
校

） ） ） ） ）
電話

ペ
七 七 七 七 七 ー
九 九 九 七 七 ジ 印刷

の 北

北興興種 海

海行平行 道

道を成の別 告

青有 示

少害年 第

年興８興

保行月

－ －
（内線 ）
－ －

富士プリント

〇
釣
漁
法
に
よ
る

射ロ期 すク注グ

る

用ブ

又ン リ 品）リ間 シ 物

－ ン は

平 ジ

成

こ

） れ

１ と

年 箱 同
等％

・ の・月
１ 品

す
物 競にる 号る

の

入る等 事

争係。日品

達名

札調項
規

下、、

以は称
格 入

達

と月調

」４び

札年及

い

長
襦

教発ニ不イ

欲

レ交ー袢

師情惚純ボ

常うルし人

異奪テ際ル

れ

性のて乱

な！奥く妻
て

でれ

ま濡床

癖奥、

護と 号

定の

条指
成て
育し日行

す
例

和。題

昭る
道

海
北名

年

さ
け
の
採告
捕
禁
止
区
域
の
設
定

日 瓶 質
を入か
瓶平 １

有）１ら ）

す

）成 箱箱 る
同

年 ５

単月 入

格３ 筒瓶 規

七 ） 位

七 の日

定

う日予
１
ので 箱 もま

実シ
をケ量

）ラ数

。マ
成道

る作海

すで北

施ュ

新

府
政堀

た
れ事

さ知

。

新オェオ

日東 ー メク

新新

本・宝 ピ ガト 日東

映 映映プ映映 プー 本宝
像画ロ像ジ画画

ロ
部
全

配

を感又つあの害ある

会 第給
作 例

条制
海

第北は社

）又

号会 社
定範

第知指の囲

条道

４
規指

の堀

項
１事

示

に達

達
調

当
瓶
１

び
及

箱 けっ健するた

る
す也

関

るて全るとめ

著助情は
義も、なお認

し長を道
激心の青育そめ

くし刺
性しを等少成れら

粗、
性的、傷で年をがれ

暴 、也理 り
よ達の

に定 定
次由

一
〇
〇



年

７８

札札交交効
北 入入落有
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。

受るるい
め

９

入入、なに

契要そはし
け定

約

る 作
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成海幌

６央事字地

年中知大の

北堀内か

月区稚点

達ルの

条字８

日３村ら

書す

丁ベ点

６也エ地

西

とはる

正の
律出海

法り北

年お、。

が稚

第願道
現

第た木

）っ土

号あ内

海の名線

第所

条業

２。

建覧

第道縦

律
設に供空空

道す郡郡 ）部供知知 号
路る上上 第用

整。富富

２課野野 第備開良良 条
項始 及町町

び の北 規
月市

十
六
日

金

曜

日

分 て分分分 囲

秒 秒 ま秒秒 のの れのの た方方 の方方 区向向

、地向向 域点
＝ 日

のののの 本－

測地地地地 地点点点点 系
順

モを
ルで

目ンま
に

次
公線
のだ
先ん
地結
番に

備

１に

の
面１
水び
有及

て海

定い北

規置

のえ

項
、示事

り告知

よ、道

に

起

面ら

水か

有日堀

公の

に道１１ 定海の番番

の

ま り川先先 よ区 旭地地

次木海間らで 、土北か

所事供平 道業知 の現道

のに用成 路
備堀開 供
用え始

置の をい期

よ
３

量ら

測か

る）

立
位区

埋

の１２

８
と
点
地

成ゅ氏住代

立平しし

埋

ん
ゅ て

ん に

認 す８認 功 関年功名表

立し

埋算達

る月可又者

の３

てて也
北

公

５

海

有 道

水

埋

告

面

立 面

示

埋 地第

立 の ののの

法 用 地地地

る告也 す、 始て達日 開
４

。示
て
面立位区

埋

のの

６７８

す地

関の

に

地地地

の

よ三

域置域点
地
の
１ 区

の
８地る

利次
３の点測
等 尻の
の地と量
三 郡

成
点 尻１地点をの

角 利

を 可

仙 町の点ま結

はの 工

月

名氏 のけ 年

事日受 の

功
ん

ゅ日者称所名

した

認成海幌海

を平北札北

道市道 可

月区

た８央事

し年中知

。

号 点点点積途

正
大

漁
港年 ののの

施法 地地地

設律

かかか用第

点点点

ららら地

角第

向向向）

方方方号

角角

の地方

事
工
積る置域点

の稚次の

施内の地成向 籍

点果角 行市図

区大のとを根

点結用度 点 域字地を使

稚

－ 村らだ分 ３ 内かん）
線

点点点

の ルのに秒 １ 字

点

地地地

ののの

５６７
方方

ららら

かかか

点点
角角角

向向向

方

をだを
法 仙地とでん果

志か４順線使
志 法点

によ）
北 字らの次に用

地
点結っ

緯 御
崎
３とんて度

のをだ囲 番
点ん及れ １分 地結線ま

地

区 先秒 まだびた

で線 の域 を、 公１

也
西達
条

日３

７北堀

順

条

堀
事
知

道
海

北目
丁

６

第 度度 度

１
項 分分 分

の

方 方定 のの の規 秒秒 秒

よ 向向 向に 方
３り
、
次

地地と 地ののの の

エ地よ

ンまて向 ＝ ベ点っ方

ルで囲

モをま
順れ
次たの 番に区

点 地結域、地

先ん
線本－

だ日＝

及測
び地

度度度

分分分
向

方方方

ののの

秒秒秒

向向

八
〇

、 地 地地 の のの

の地本 水東 次４の日 有
結地点測 面経 に
ん点と地
系度 だか
線ら８に

有
公

り

点点お 点

也
達

、

面
水

系
のに
地よ

量ら

と測か

点る）

点 点点



３
代位区

埋

平 表立

成 者

十 の区の

四 氏地

年 名域置域点

八

北 海

間１２
願名住

の公平出出

そ、

の
願 願衆成

の 書の

月

び覧８っ 年 及縦年あ
日国称所

関に月た

係供
図す日の

道 公 報

承 北

公認

４５

海

有を 道

水受

免公３

告

面け

許 面有項

示

埋た 年水の

第

立い 月
面市
埋町

法旨 日立村

、 号 及法名
第大次

第

３４５６７８

号

２

月
十 農三次のの三

六 石 林石の地成

日 点果
使
港 産三のとを

漁 水郡

臣町点結用
原 大石地を

字かん）
点

金

線

北 武本らだ

緯 部町

曜 のに

度 番地よ

日 勤１点っ

京

は。平庁農東

書る官
水都

、成林

北

月田

道６省代

海年産千
区

室
蘭

の

業１

現関

木が

土日霞

正の び

所
と 番条

願
律出

法り

積号第年お

平利第
が 成尻
町号あ

年）っ
。

９第た

月

条

地地

のののののの

日第

点点点点点点

地地地地

点 点

４５６７

地地地地

２３のののの
かか

地地点点点点

のの

かからららら

点点かか

点
点

地
の

らら方方方方

点
分地

の

秒１
地

分 及まて

ら ら

か か

点 ）

びで囲
をま秒

番順れ

４次た
ん経

先結域東

地に区、

の
公だ日

水及測度 有線本
系分 面び地

北

置
え１

備の

に２

のに

の
示事

告知

、道

て海

い

防の

砂項
１

起
ら
か
日堀

定

第規

令公

指、

号り

２よ

－に

方方向向向向

の
面
水
有

向向角角角角

角角

度度度度

度度

分分分分

分分

秒秒秒秒

方方方方

秒秒のののの

方方向向向向

のの

向向

角 角

向 向

方 方

５

度度

分分

向向 方方 のの 秒秒

地よ秒

点る
と測
量

北

急

５

海

傾 道

斜

埋

告

地

立 面

示

の 地第

崩 の チリ
のの

壊 用

ヘト

週
３也

し
算達

地地

のののののの

ロハニホ

の
て
立
埋

地地地地地地

４
すの

関イ

に
面立位区

埋
る地

ののの の
点点点点 のの地地地地

地地

地地

のののののののの

地地地地地地

の地
の

地地
のの

に 号

漁災
る
よ

点点積途

トチ

港害 のの

施の 地地

設防 点点

用止 かか
向向す

方方関

らら地に
法

角角る

ハニホヘ

点点点点点点

のののののの

＝方イロ
地地地地地地

－向
点点点点点点

かかかかかか

らららららら

の方方方方方方

地向向向向向向

点角角角角角角 、

の三

の
事
積工置域点

＝

施三先次の

行の地成石 石
区イ点果漁 郡
域のとを港 三

地を使

かん）
点 町点結用

原 石
字

のに

町緯 リ線

本北 らだ

４

点点点点点点点点
地地

のののののののの

点点点点

地地地地地地

かかかかかか

点点点点

らららららららら

かか

向向

方方方方方方方方

角角角角

向向向向向向

角角角角

度 度 度

点点
地地

－向のの

＝方
点点
かか
らら

の方方

地向向

点角角 、

律 ＝

度度

昭
和 分分

向律 方方法 のの年 秒秒

第 向

八
一 号

）

度

地３ 地の第 の

度 度度度 度

分 分 分分分分
秒 秒 秒秒秒秒 ののの

方方方 方方方 ）ののの

か向向向 向向向 ）
ら
方

の 向の

地の の地の地 角の
地点地点

点っ

番度 地よ

５
４で囲

分 、まて
順れ

秒 番をま

、次た
に区、

１ん経 番結域東

、だ日
線本度

番及測

度

び地

度度 度度

分 分 分分 分分 分分

秒 秒 秒秒 秒

の方 のの 秒秒のの秒の

向向方向 方方 のの方方
向向 方方

向 向向

の のの

点地 の地 の地のの地の

度

地点 地点地地

度
分 分
秒 秒の

か向向 ）方方 ）の

ら
方

の 向

の地 角

点点地

規
の
項

１
第

点条 点

点 度点点

分

及イ系分 ４

の
秒

地よ秒 びのに
点る
と測 番

地点 点点点点

地リ量

点 度
分

の
秒



幌
市札倶江同千同石

町安 南 ）別歳狩 市 区知

名区町市市市

村

北 海

幌道 海市札同同海

北北

町貢 中 功）会 市 区社 道
賞名区賞

村献 央 労

道 公 報

。成

海た平

同同北し
定

道
表

則月

同同規８

彰年

平日

第

に５知

南次柱郡空同

標
げと

成良掲号市郡

平富
野

山地結町南同

年金るを

社のだ良

月神番ん富

８
日北土線野

号

関。

よのる

にそす

定供

り
平、係
成次図
十の書
四区は

年域、

八

氏板石井村中東廣

を北

勇暁貞公

垣井須上尾田

一夫子造吉子子

栄良京 浩達

川地井

氏小菊辻

名

成

名
洲吉一

東

公

則
規

道
海

同同北
年

第 番番

地に町

道に 先） 地号 ３

字金同

斜存っ

傾によ

急
壊標ま

崩る囲山

地すて

危柱れ

険１た地
３６ 域か域番番 区号区

柱
標

ら

月急海

十傾道

六斜建

日

険災
危防

壊砂
崩部

地設

金

域課
区害

曜

指び
に及

日

功自同社同同同同

定北

功 内
護業

の
保事

績然会

然 学

功芸医自

容労労

功

と境 北文展

績発環

術の
教全 知学

道の化医保

海

振推 堀振の

内育の

事の

く 敷づ 路基

容興興進

表

者
賞
受
の
彰
表 ４５事

知

北を
で

ま番 号
５

の
次
を

柱３ 道次、 海順標１２

標
び
及

堀線
だ

事ん

知結

現
木

土
川

。旭
る道

す海

遠猿中

い
置
え
備
に
所
業

別払

良頓 富

北士富南風
町町村町

野 野別

別良連

夕美三滝

也
達

村市市町

市張唄笠川

井

同積余赤

と

町町村市市市市

川

丹

江熊奥小同同同

決
り
お

町町町市

雲差石尻樽

八 同上同

と

也号
１

達柱

町

て

町町

前磯

同同同同松

村市
益館

浜函同
に
覧
縦

仲中千小橋榛田
康

橋川川葉桐本澤邑

田
彦茂稔道子

市正穎正弘

酒今柏桐飯高才玉
英純

弘重

井城尾木塚橋丸置

幸美英佳

佐
男子子公進子子司

惠

間林藤

河及竹岩中本小

律定進茂三

原川内坂沖

治繁子夫二美子
千

寿繁

谷

板青岩大長小荒金
二

智友

橋山崎野川甲木澤

蔵シ子子

ヤ
政ア秀龍ト

石木
々

本大佐
雄子子繁

同同同同

男實子

瀧文

間

同同同同同同同同同同 同同同同同同同同同同 同同同同同同同同同同 同

八
二



市 標
幌

根中札同同同同

平

中東西 室

成 津

十 央

四 市町区区区

年
八

北 海

茶更

釧同同同釧標同音

市町町町

路路

道 公 報

別寄

帯同音同広幕足同

市町町町町

広更尾

第

老石

湧室伊壮白同同三

町市市町町町

別蘭達瞥

号

町市市

幸走別

枝網同紋

月 細連南秦渡杉村

十 泉

六 谷田舘寺邊澤上

日

子

ツ五合

孝ミケ惠松百

子弘子イ子郎

金

曜

日

渡嶋原

齋川千原臺去中

庄久ク与美勝

藤鍋葉子

子治子子蔵保郎

ニ

利昭

畠吉宮前鷲南
雄

宣

川田山川脇田岡田

細

道子子春

忠敏律昭和暎

菊内豊滝矢前
志浩明子

木野池田川田野川

茂濱
重隆鶴忠光

子子哉円雄義義勇

み
ふ 健武勝

山崎森

岩星山大

同同同同同同

武一暢江

同同同同同同同同同同 同同同同同同同同同同

会
社同同同同同同同同

旭海市札同

北

労
功

業
事

幌 道

新

厚北 津川行）市 善区 十
町市名区区

村別 川賞町

幌幌

栗比生札同同旭札

北手豊西 山布川 市市 田
町町区区区市区

稲平

原

富
上苫北置旭北七夕

町

野島

良前見戸川飯張

広

比釧
町町市町市市町市

沢
布路

見

同同同同同岩

白厚川

同同旭同

市町市

株株氏中畑

区区市

石別

敏英

社社
会会島山

式式
メ健
ュ道

キ海雄司

セ北

斎三有吉石
ト社名

ン誠

尾藤村田田製
屋

橘宮松

美式

文昌博幸郁由株
菓

宮

社

也子子夫子薫子会

上越

和

堀嘉松日渡庄村

タう峯陽

内野川田部司

司ミめ子子

一
愼利春勝

中土國緒岩上高
郎己藏

幸

谷橋井忠方川西橋

細
和ヒ秀久達

荒
子子満デ子男夫夫

知

一榮

西山川敷
屋

尾小鴨

同功優同

夫子成子

義充

の労
勤
績

良

同

八
三

同同同同同同障

害
内
障

同同

功
係

関
用

雇
者

害

同 同同同同同同同同同同

容者

同同同同同同同同

労



２３

凍空札成札氏住

落平落
者 除結港者
７氏

雪防用を年の名所

ラ剤学定月名

ト止化決

及函亀 ッ散消し

ク布防た日び館田

北 海

１ 北

次 海

の平落 道

と成札除 函

に雪 お 館

り年係ト 土

一８るラ 木

般月物ッ 現

品ク 競 業

争日等 所

道 公 報

河川え

狩備

川中置平

法流別い成

徳紙て

和川は覧８

昭富」縦年

圏、に月

年域省供

の略す日

第

道
海市恵下遠様帯

北
町

業）山川軽似広

産区
賞名町町町町市

献村
貢

号

函赤美

平館平唄

成
十
四市市市
年
八

所野大

２車車日住日郡

台

自野 と湿

動町 交式
立車字 換

級株萩 ）
級）式野
会

駆の 輪地 ４社番 、
）

動

入の 告

札名 示 道

に称級

第、 函よ及 ２

りび× 号 館

、 落数

土札量

者 木を
決 現

付 定

業

た海

） し北

所

）

第川、。

律河しる

法
整北
備海

を設 第
画建 ）計道 号
定部

第
の課 ２

た川 の
め河 条

菅山井伊秋

、び １
で及

靖繁紀

下上藤元

氏
名

弘廣男樹幸

月相小佐

十
六澤越藤

日

三次美
由

大昭真

金

曜

日

函

。道

台台
２１

告

２ 館

示

木
々
佐

長
所
業
現

木

台 土 定
の土 規

紙幌 の
別札 項

り業海 よ
お現北 に

と木

事 一
表並知 、
公所道 り

川
。新堀 河
るに 級
すび

林同同同同

川 狩

津 石

十

容労
功 内

業
の

事
績産

功

３

者
害

障
労

勤
良

優同同

２

ロ札成札氏住氏

落平落
者 ーロを
７氏

ター決年の名所名

除リし月名

リタ定

１

と成札ロ除

の平落

次

にーロ雪除 お

タラ車

り年係タート雪

月物除リット

一８るリ

に
場也 系

役 水

町達 川

般

石

北 ７

海
道 平契

留 成約名所

萌 に在

土 年関称地

木 北す

現

４５６
海る

約般般

落契一一

住札

の競競 金

相争争 所額

手入入

方札札

及株札北

名所名

氏住氏

雪除た

市道

車雪日日び式幌海

車住会

１所社手三

台日稲菱

・本区ふ

除稲そ

雪穂う

機３自 級
と ）作６車

） 級製条動

クラ

換 １目売

交所丁販

品雪除 競
争日等車雪ッ
ク 入の車

１ １級 札名

台台 、 に称

よ及

× りび

落数、級 札量） 者級

交 を） 級・と

２２） 定び・換 決及 ）
ロ

業 道事北北

所 函務海海

告 館を道道

示 土担函函道

第 木当館館

留２ 現す土市

号 業る木４萌 所組現丁

土

示の所６

告織業目

木 第名企番

１称画現

号及総号

をの

市定告

幌決公 円円円 札
穂続

苗手

区た

東し

番
２
目

丁
森

会市道

式幌海

株札北
稲ン

本区ポ

日稲田

社手
製条式

機３株

雪穂プ

除

台４株

目
所丁社

作６会

会
番式

） し

号社 リ） 。海タ付 た北ー 台
１ 土車台 萌雪１ 留除 道

業
現台 木
所
長

） 上

級

業

所部
び務

所

地務
在総

告

課

示

番
４号

号

八
四

雄

） 久

換 喜

交
と 楽



５６７

契随随地契

約意意方約名

平 の契契自に

成 相約約治関称

十 手に法す

四 円方よ施る

年 をっ行事北

八 決た令務海

北 海

２３４

除随平随随

契契

雪除意成意氏住意

ト雪契

のに

ラグ約年約名所約

クー相月相係

ッレの７
手北札る ダ手
１方日方海幌契

道 公 報

１ 北

次 海

の平随 道

と成意 留

契

名所

お 萌 在

り年約 土

随８に

称地

木

意月係 現

る 契 業 北北

約日物 所 海海

第

５６７

約般般成約

契一一平契
に の競競

相争争年関

手入入北す

方札札海る

公留務

円円円をの道事

決

号

４

所名所額
金

住氏住札
落

幌栄幌

札道札

月 定理を道

十 し由昭担留

六 た和当萌

日 す土 手

令織業

政組現

続年る木

第の所

金 名企

号称画

曜

第び務

）及総

日 所部

台をの道市約

、決氏三白金 級

定名菱石額

ダ
し及ふ区 ×級
日住う央 ン 、たびそ中

プ所自２
丁 交
）車１ と

付動条 ）

番

台株１ ）
１売目 換

販

の品

式

告

相等

道道

示

手の

留留

第

方名

萌萌

３

を称

土市

号

業江定び

現之決及

木住
目。

企丁た量

所２し数

担

定告萌を
部北

務
総

画

業る

手現す

た木当

し土
称

第名
示の

告織
所組

続

械清

市機市

所
び

号及
１

中会平

区式区

石株田

白

丁

１３

条条

２２

央社岡

在総

番番

１７

目目

丁

１財 第管 ２課 の地務 条
に
定
規
の
号
６
第
項係

会

管萌

課留

務道

総海

社号

楽
上

長
所
業
現

係木

財土

地
在

者のアイウ

。
る
よ

号号

は審
かを請 のア査申申申 条

ウ請類 のら申書 請請 ５

３

当こ当る件こ

格るあ条
の 有が該と該こ付

を道

。般
入 す行調を調と一

物明物競
札 るう達証達

２
雄
久
喜

こ指

い成

調納納札の平

入次

達に

を参ず

すすに北

要加れ年 入入

１ 北

次 海

の平入アイ 道

と成調 教

達パビ

札

お 育

り年をーデ に 庁

一８すソオ 付 網

般月るナプ 走

のましの ２のの

地
在
所

定にけ出 規時方 でな提

な よめば に定れ期法先
便 条とら平申け郵 るる

書ば番 件
こな成請れ

ろい

のら 一
に。年類な号 付
よ８

般り月提な
出い－ 競、

に入
、 と名品し品争
は

争関者関札
地 。競にた

あ、加
自 入しでし参

方
格
法 に迅る要資

治 札、
すなと仕の施 関速こ求

フ書査令 るア。様審行

指
サ載和 をー記昭 名タに

停

物者該道 期場 るるも海

等日所必す示

品に当告

の質る第

仕なこ
。又

様平北北北資と号

道道道は

等成海海海格

見見走成

年北北網平

入
札月北緑南

物ルロ

す

説４斗陵ヶ年

競 教る 争日品コジ 育

入等ンェ 事 局

札項のピク 告

名ュタ 示

以称ー 第

下及タ ３

び 号

入数

札量

留
道
海
北

い北

と
」台台

道

萌教 市

育

之
住

庁 江

網

丁
２

走 目

教

争２日先。

入のかの
ら指 札

示北 でか

まよ道 る
ら日に海 あ

、
掲作走 で

にでり網 の
げ成市

八 るし北 入

五

西 参
格申条 に
資た７ 札

止ーの

有書３ 加
を請

等令 れス件政 さビ要年

いメを第 て・
なン満

て以

こナし。

いテた号

のる

。スい下

とン

北

がを」

制と令

体こ政

ま等等高海

明日高高丘
校学告

及で学学等道

書

号

仕９

求第

要校示

び校

る

るす

よ定

に規

書に

様

を育

）教

。道

う海

物

。

。育

る教

す走

施網

実庁
清

長
局

育
局
告
示

提 う
るを目 よ

す類丁 し
るかな

うし す
ど出 と

か

。

さしう

備明い

整証と

の
品

いで第

て者）

れた

夫
志

登
原

資
の
入

購



開に入

財格契要そ号

価

金 書 規札 も掲札

約 務を
第時 てる額 作

則の っげ
に 入入等 の 成
札札に
及係 条のお

北 海

７８９

便札 便札交交

郵郵入落

書の 付付 にび明者 及説
場方 るに交

決 報の よ電
よ付定

道 公 報

６
入保和と
こ 開入以証入
を北に

札下札 札金年ろ

保 に

道る 保証 消 参納海よ 札

の 税 しす規。

金 費 加付
等 よる則 証 日

第

５

海話札入入開

郵北電入

札 号教号行

番道番執

便
育の札札

場 庁

所

走及 －場日場 －網

号

４
約 審

契

平条 査
成項 を
十を 行
四

示 っ

年
す
た

八い と

他こ消 １て 有びる 要 第

税 の２ なの費 項、 効否

の 定規 札告等 規に 入公
扱 よす 限定取 に定 にに
入 定資 。るい りる るめ

有 たに たを し札 め格 ）

法法

るに方 入

し 者関 予

はる
札す

札入関所
項便海話の

認事郵北電

号教号所

な番道番場

め
。育で

い

交 庁

付

走す － －網

る 教－

付 」 うこ第
納

の と 時金とと

以
除 う る。

免 い す。号

者
相 同、

納 ） には下
、 。

付
法 額 。の務

方 当 じそ財

見」
は 含 の則

等 を 者規
政 。 積と

、 む

び 教－ 育日所時所

時 北局
海企

海海成に 内 道画北北平
同 線 網総
走務道道
網教年じ 市課

走育９。 北学
条管北網９

７校市庁月

３係条教

西理７走日

月き場

十は所

六、

日

教を
道果

海結
北査

審

金

庁請
育申

曜

走に
網者

日

い 落る 価な をす 定

教通

に 制の 者件 の者 札条 格

入 る反 のた す違 限し と

財入 内、た 囲札 。し 範
て則、 っ規は あ務札 で

育。

無

北局
走務線 網総内 道画

海企
市課
北学

目
丁
３係
西理
条管
７校

た。
第 の っう

令 ） もい

契）
の の
約第 条 分
金

７ ５

か 及 に条 額
費北 当ら 消び 相

海 す 税

務 以
びま 財 額

及条 道 る

目３局）

丁西育月

地で

議時
会４

目階後

丁２午
室

局す
育知

支
走
網
道
海
北

管
校
学
課
務

総
画。

企る

効 、第

係
理

と 最

２３

第

。

の各る
す 低条

１１

成求主

監請虻請平請ア

の張後

査求田求

の人郡書
６容実
志 請倶の年内事

査

支 求知提

監

地の 査

結平 公

果成

方
表自
を 第治
次年 ７

の８

法
号

消定 則 の
方の 規 上

と月

費め 入
税札昭る

入は

所のの細

ここ詳

イ

階
２
庁

及の入

札札、

入

）
約名

税相業成す契

イア

でのこに

事当落者員る

者る者あ一と関

業す札

る捨

ア

で金とる部。す 額

決加金

札をた

落額て

要
庁 安出月の

算

長 町年

平 条

、 １日

が 北月日旨

２

成 西
目

年 丁

月

昭

付
日 地

４ 番

和お
り日

。
第る

律す
法表

年公
第

）
号

は明

契行説

び執札 在

条

地は、書

約

道

調開よ

、公に

監

便話手る。

郵電達する

査

停

号号の

番番続。

委 止
等

免事

あ額なかにる

－ －

か入た申税務

るをっを
出業担

免札者し事を称
北

事に、る者当

税書は
といる海

業記落こがす

です決。る組道

者載札

きの育

ある定たと織教

と、しは名庁

るこ後だ

）

定

を。速、、称網

か

額っ

た金も

当たを

にし
てて

っ

格

入金価

、該札

は当落
円る

に１す

書にと

札額

和

行
で 田

け 柳

載未の

記

た 子

っ
ん

ゃ
ち

っ
く

定

北北北北 規
の

項
３

第
よ

道道道道 に

海海海海

、

査査査査 り

監監監監

民

員員員員 住

委委委委

査

山岡前徳 監

員 が
有 －り公 得 北

る 海

表

走線 網内 道。

市
北

問や落共及走
３
西

条
７

者企所育

わか札同び教
地企

、消が業在局

ずに

総

積税同消画

見費共体

課

っの業税務

も等企費

校

契税の免学

た課体等

理

金業合事管

約事場税

で
のであ者係

額者で業

数札

た端入

れの、

さ満
当る加

にあ参

額がに

金
金きる 該とす

八額は者

六

そ、 の、は
の消
端費 分

に
求

崎本田永 請

ス
ェ

フ

修一孝 る
係

正榮光

あっ申

目
丁

監

るて請

免そを のか、書 分

税の提

金等 ５
数税 の

に事構出 課
切る 当
を係 相

額に に
すり



後当監

も行不

３１２

第

委 の監監

平 員 と査査志な査

成 会 認の対支公対

十 」 め実象庁金象

四 と 、施事長の部

年 い 平項が支局

八 成平出

北 海

２
第

の
請 措よ業求

ウ事請本

内補要
求 っ 績さ上置」

た行容助件
は て 書れ記

地 同 あ実為金審
、 、 に

査方 実 る態に

道 公 報

事タでに

万のさスる中

店て業ーあも

事円出れ

精、関い実・ろ、

業は
算倶連る績パう後

第

イ

。し

あ補事る割る指

で

精しこ示

事 る助事業増

等実算チのし

業 。金業

告 交績書ケ矛て

報

号

書遵

ィち請の

テっ申令
は事

ルんに守

バゃ
虚項う

月 成に 。

十 当 ） 年

六 に ６年た

日

にか
対 月度る
し

ちを
行 付っか

て 日く否
っ け

金

地 もん査
た をゃ監

曜 の
対
域 っ

政 て

日 象 策 、

万自 行 がよ

員 場い、円治 委 会なり

全 会 内も道の法

対 おとの部以 に にの民

又 す け判税、下
」 観せがは法 る る断金

一 光ざ違部と

る法い

を・くに

経志

い。 、得不っつう

にフ費地

書知支。書ン

町書たレ支域

の安出し

支

の観

出ににが会ッ出の

内等記光

のはおっ場ト

て、にに載案

部提いて

記さ、こお実が内

に出

い特

載れ交のけ施な、

観案。産

さて流交るの

る会光内実物

れい費流

て

が績の

付書にッ盾い
いがウ費

、。

の 申にあトはる

書
入 請、る
内場を業

場 書道入枚事
く績

内 の外料除実

料 中

で 偽ら入）書

訳 虚か収
み の約でか
あ事 る 内

り業 万と 容

、精 、 は

観算 人

入 次以

偽に
の違

開

る

業ェ容す

事フ内反

催
ィま請

へテ含申

」スが
る

助ルてあ

補バれで

の
委、で

交行りの

金実お

と

決員北、

付

金 をェた
助 れフし

補 こ
受ス。

理テ
交

。ルの

たバ円

しィ万
が
会定
員決
委の
行付

実

産いにゃて） 物な当ち

展。補ん返第

還 の助

条 さ

の せ 実金

所 る 施と

ェの と にてフ定 こ 」し

テ件 請 い消ス要 を つ費

バ具 す はれィを 求 てさ

なを展
そ。ル備 る 、た

る、ェ

付す

交後ル万、く裏示

産事ける

流志カ円物、

パ支展業るコ

会支ムの

にー出の精もー

費庁

とー

ウはテは実算のナ

をにしの

ェ提ィ、施書

）用しもて写

ル出等費
のた実提真

カさ
ムれ

さな

パて万重」施出は

あ伴れい

ーい円複とに

客書

テなと計

場 の

）とど の券 と円数の 上

ら 客売 りの入ち 観の お

枚 あ訳券か が上 で内場

倶上虚 れ数 るを売に 訪

数の と、 知枚偽 たは 。

安 記町に記 載に大載

そ

出なあ れ提幅が 枚 さ

が補を

に」道れ

定会海
て

て出金け

い提助受

つ
平付上

そた交の

、し等
則行

行成規記

の
為

補違

前度びは

の年及為

と助助法

提補

又
下法
以違

年

４
実は

ま算査査補

キ予監監度
象金

とてた案対対助

れ
る陳含部部

にい、を象

し 。

か

れ

て が

ああ

オカ

施催る

実開い

パの農直るる

り平こ地

実ンパ産送と。

成 、

った。
際フン物農すた

でがて写事

ィいし上る

会計あ、生真業

代別て
計上るポずの実

）

と

平載飲れた申

ウエ

。
べ店さ
請 出成料みる出

等食料 店
料年のいき使れ

て

ー るれ盾こ ゾ いさ矛る

イ
、いンあを がてがと

を部算

飲ない可全計

ア

問が取でに

倶み疑出た

な

店 知食

な金金又

料 安い点、っ

交付不

る等交は

３
く付指当

支人か

志求法人

後請求

庁のら
第
陳次

かで下

くの述む局局以

２、に）らあ

第で時。
事後件

のし、ののる本

か知し情志補

帳っ倶写

庁金

とり安な聴支助

簿
べ補のか」

い調町ど取
出、い

のて助提らと

う

。

すしにが後う

はほ金

の産るだ

年

ごい係あ志

ッレ展物な、

に のレフ

申

ばれ

万 請トッ示販らこ

数売トコ売

と上のーで、は
第関 も料行ナ

は を 合５方ーと２係 円

う帳な 売 致万ががいの

疑な し

問か団簿い り な

でっ体でも 上
が 。あたのはの げ 円 い
予るこ出なだ た

のの実ので用て

扱出費帳あ料い
が、 い店が簿るのる円

に要含で。内

つ綱まは訳、
係ン分 いでれなにテ件

出い、るトも てはてく

各出 ２店る支資は、 、

明にで自店 万協と庁料

綱

は金記提は持要

円力
場２さ出、込

町にが実て店る
で、

万 に関あ際い舗が

はするのる

提る。出の、内

出、店がう訳
ちが 円 し言料

行か 内 てわは件実お の

第万、委し 訳 あば２で

。 つ

が２円プ員い に る
帳しグ分 い

、のとロ会

述の 条

志簿てラ４ て

後

の 証り 項 びお ５ 及と 第
あ に 提が 定 の述 規 拠陳

）

平
、
。 き

た づ
っ 基 出

お平、庁の

く。るり支

たが付

か成新長交

し
し度証付至

い年な交に

過助とた経

、補拠しる

去金し実過

八 に等て行、

七

お付理員付

も交受委交

し請たに定

か申し会決

、思 、 算。と店くと 後
上 上つあ第わ 売 計にが
て、のる 収 さいり１れ

れ簿 が て、こ帳。 入 れ

本そ が る店がに 上 い出
の売 て 、連来の っ が関
産げ な 算、農上 こ 決で

さ全み上

ロ物も く でプ

代円てれ店が各

所万れ

ス則で

でにおてが原店

タ、るーで申

あスりい

りす

、ッ平本パあ請

り

のハ疑る

雑フ成来ー

費の

スでの

で入年帳ウ問も

料も、とあと

な場分簿

ほれ

かや同第テるさ

い

だのトかて

とパ様１ン

舗 予

支でいム店 、

思ン

に交ほのを 算

庁、た中
、店い は

は流か出除 で
出案た ２

提費
出

万 し万店内
はの舗 ら

て円数数店 か

出 万

な重、ほが ５

いの
出の健に店 円

い複保か
で店加 計

店ほ所１参 の

成

関か

月
７

年

対に

述
陳

の
人

求
請

に
日

計す当

な書。

成て

が業平っ

算事るた
の

な収

さ支

ラ展げ っ 出グの上 な は

中販べ お こム示る て て
、産でで いりに売き な

保る

わフっ帳を、い

。

とにン健も

れレた簿レ

で

まトす上タ所の

、ッ

らしのあ

たのれげルへ

、

、掲ば

連に飲舗費

の加を と

支、食追用 店

っ れ

書の衛が払 さ

出次
、うて許りた

はよ生あ

請
、
し

施
実

を

、



まの監本本

な務

５４
第

知にた状査請請

関倶ど

は

人安つ、況の求求

係

果つ、

調町い実に結に

実委いいこ

査にて行つ

し地員ててれ

対

北 海

付こ、を

すに交いい明

出業申と農受

まべ提事

、食さ実請を産け

たき

のい

事糧れ績時確物て

書の提る

業費て書の認

精にいに

道 公 報

当た事料

き業ら写れ無

出に該交業入

書に提し

のすさよ補付実場

類要

書な

他るれり助申績者

に書にど

に経た事金請

、費記業

第

交員規

のに月月委付

偽

４ 内本基

決に

容件づ日日付会則

が補くにに

容和

あ助地実交定内昭

る金域行付等

とは政委決にを

号

査つこ

審に

平等いの

成のてう
十実事ち
四施情、
年状聴本
八

棄

、調会実はを

況取件

を対調次却

実査に地、

をとる

委行し査のす

行

り

会た本行お。

員っ、
。定

対補た決

に。件っ
係。

町にた

る金し

す助

当な記類上供。

平る

の

実を

書たい載審、等

算

店れに行行

のる出さ査

た

流の関てお委っ

交も

るて会も

会と連いい員

め出会、かの

費認支

該、、

万ら書場当らで

、内に事別実

円れの内

団委

つ補容お業の行

に

のつな記を
い助にけに

支写実いど載含

現の録

て

調出真施てをさめ

地

査て報

査に、状は審れ

や交しい告

に係チ況、

領シ支付てるさ

代るラ

た

る収、出規、観れ

わ

切数も

も書パ額則適客

のびににの

の等ン等及

写レ適交交つと

とのフ

てしッ否付付い承

し

認北

の、策員定当確年

補っし海

主平補会とた

金ら助て、道

張成助か

に

類則

対年と交金は書規

額交審第

す度し付の、

る地て申

見域交請の付査
実。

解政付書確申を号

を書施以

な策し及定請

も関併及し下

ど補たび

つ金の係せびて

に助
月、を補

十補行助

六助っ金

日

付決

交付

等。交

金たの

申定

金

書当

請に

曜

虚っ

にた

日

助

成補

偽て

交施

際実

国の

度業

年事

助出

補び

業及

事況

流状

対つる係体員

のそ

金納

依と

は象い観るに会

て

費頼し

、外て光経
がして

交経は

要と知、事ての

付費承

精内費

綱しし物業管経

いい展算の支

上てて産

家は

助るなの書農出

補

。施ににな

対もい実等
展っ

経でに含出か

象の

トに要決て知
費あつま

事提、つ綱定はし

、の

有い

業出事い等し、て

基い料る

実を業てにて

係査づる入。

施求に審

者

係てるをき。場

にめ
た聞っ実の

るい新行、
い委か

真の記て行ほ

写

中

び、及る員、

及で事

物行領か学

現実び。会

る付

い交で書てこい交

っに。規

て付、類行れ

助提た添関則

の要補が

明対出も付係」

説綱

類い

内以象さのさ書と

あたとう

容下事れでれ

は業、

て）

、交の内る関し。

審書北に

次付完容。係

と綱後査類海基

の要了

つ補き

お」ののに道づ

容査

内審

のの
りと平上

の状

と施

る実

あの

が等

す付

対交

にび

張及

主況

況事

状の

行他

執の

る申

な団策こる

の連う政い

の及お体補の。

促こ合

ててと

かりいれした

進

説

除支はいもの

ら、て

外庁、なら

ア

業

就て件地す事

がっ本

権のに

任い補域地るこ

並委収ら生

しる助政域

に会等出下

び員書提以

プづす

ウエ

事かのさの

画・け実る

衆で計

国

でプら行役

、ロれ委員

総回

出

でい成、い助提
領目

同て金 あう

行交べ

っ。年年実等す

た）

の

う成育しの数

アイ

。
。を館て交本

）促野来流件企

見請

開進外日会フ業 く

１
ど虚

なに

解書
係補

、関件

下実本

以事

び、を助補ま

実の助

事

図助支支い金助た

を補

の独

る金庁庁い運金、

法方ソ立

この長長、用

適適人針フ採

とソがが

目ト当当でト算

をフ

事原

的系ととあ以系を

めと業則

と事認認る下

し業め

うす

てにるる否運のと

を方ちる

い係団団と用

金策政限補対
るる体体

いはの補策は助し

て者

は助

るい交助補支金補

金長、金

。な付金助庁

至概はに地を

事いにの

付

運る要総委域交

業。
過企さ題し

営経合任課
て解地

、等画れの、

は

るや自

務がい決域

任部

分所

地ジて員 事を

のが

館数フ域ェい会名

ト。構中

、えェのクる

イテ色の成心

北るス特

はな

道ベィと１員に

海

ル意で倶っ

、ンバ創つ

お

知ではをあ知て

倶ト
平か町り

安あ、生る安

町る

セ等代

な。成しニ内、

た ど
団 ち

催す特しのェ・ っ

催テ体 ゃ
事る設た開ス

テメなィの ん
業こスア

はと
、をーリどバ協

ジ目ジカをル賛

ャ的に高実は、
実力 フ

ズとお校施、協

のた行を ェ
音しい生し

、ジ倶も委得 ス
楽てて

ィ
通平ャ知の員る テ
を

関確金

じ成ズ安で会と

助

認補

確る

の係

係認に
要

び概

及の

断業

判事

、

でと問針補事

に
見等

意

補

対及

交助あはわ」助業

いい象び

付対る、なと

要象地

と又

綱者交域もう外国

と）すは

第は付のの。

綱性さ第る道

１、要活

。町第化れ２事の

）市

１はの

村２をての業他

。るるの次補

、）図い

の助

一
部た

担管地ら

事め平）と金

下る成活選

のす平域が

行助年化し

で補９性択

てで海目決

っ金北を、

るり告とす

いあ道的定

、こ第て地

が、示しる
取域 専の

り完 ら補

年取コの表
こ助号組結

を際人で

のに組国個者
あ

機北

関海地健
と文で実

・道域康名る
会委

体策と化、行

団が

企しに市長員

・定も都
進想実に

業た推構、長
委、

後３す」行は

が第

し北パ中員町

援次るの

コ町あがと バた
ま年ン内る主も ル
ち７サで。催に

づ月ーの者、

トホと外 く

り省 下
り日をーな務 以

催ス、、

や、開ム

、

催化 件
国日しテ共文 本

両ほ受名庁 フ
際のたイ

在 ス
流日か入義、 ェ
交

ジや企札 テ
、、、れの

。
る
べ

述
て

い
つ

青倶

八
八

り交

務の成。おの

組諸

、動度さ対

合活年と付

域行域てと

広を地れ象

業の。れの

の金）ま型
種化

に付各性

務交る活

ー核長内
わ関の策

携に

は会

平道ト事をの

、海
期ーにじ社

成長ナ業
ッ置と長

年総シ位め社

バ
少知ャ町業幌 ィ

度合

小ほメ ル
年安ズ内のア

人総ン学かリ 」
の町バ

で多合

材合ド校、カ と
い育体と



平
成 等付す金

十 共の後けべの本

四 通写志でき額件

年 第し支差もを補

八 、庁しの確助

北 海

、平付平助こ

日日補出
書 志こ成け成金の

調 後

等際 で 支の
庁補年実年交の

道 公 報

。てこ。

助てたじ額た

の 志実そ、

は 後金、

支ソ行の同
望 庁フ委後様万 要

第

イ

のた補れ本

のい補

助 こう経こて件

、と補る助

金 他のち費

額 団助賃さ助金

の の補

号

業ら業ら

事専事専

る
な

に団主事

月 号記に替と定金

十 様録おえ認しに

六 式写いさめ、係

日

同日指

）真てれ、同る

チ、書年付令

の、はた

け書

ほ
かラこ類

、シれに月後に

金

日政、

支、らよ４地は

出パのり

曜

助

内ン書書に第補

訳フ類面交

日 条

付関
共

－ 表レの審付

通 は助９行

請書
第 、金月委月申係

員 平に

及は
号 成係日会日書類

るににに様

そ事
式 年告ソ対、び、

て知の業
） ８示フし倶

な系内安関実
、 月がト

経

書書費 日さ事定町係績

経類の にれ業額を

配 交たに

由が共

ト員、の円

万分 付。係

あ 書 お系会同要で 調 に

ら８調り に い事か年望
い は）本月書、 お て業

日提業 て 、の件７が事

成前ェ付出期 は 平事フ
要スけさ間 、
当

行た平 該 年望テでれは

月査バっ。成 事 ４調ィ

業

２をルたに

付交

は 体金金れ金交の

いソ要付

、 等の及ての

フ職るフ綱に

支 にソび

長 助ト員ト第至

庁 補

）経

が す系費交系５る

要業。過

適 る事、付事
と 業に糧綱に

当 事業食

め る、４る
認 係費第係

団 助品び助
る 補備及補

経体

い構の主

つ体体業

、の負維

は員費の

て成
な営

則をの運

原み担持

てと事目

し象いを

と対
も事す

くると

除す業的

及ッう査を件
と

一行定し 号 びトちを決
令 れ事部っすて 指 こ、
替上とに に業差たる、

係に

も偽 り る係え、と虚 よ

新指請にの 補 領るを申

請 指 書聞導ど、申 助 収

、り額そ 令 又記しお同
を 振等同補をの 等 は事

るし後通

込で年助も他

書 を 綱平て志第調 円 要

実庁号 通 を成、支２

決知

提式通 し 定年行に様共

、補員出）第 た し度委
。 こ助会さ、

らた助様

れ対かれ補号
等）

基事本。金式

に象

付事

きを補交、

づ業件

４ 係 日実開再年

同内助

けし事の月 る 付施催度
に査日 事 で、業調１ 総
ら 費 市年つでか 業 、同

は 町４いも

村月て、

月 の同 を
通日要年
調月円ま

じに望８万日
で 、

て倶
、知書

対購運率

地安が日と 道

経費方、
の 象入用は

体

は用第助
合 費、針補

場

、地２対
、

円 助得３経万 補取の象
上 象、。の以 対費）費

事工２

業事分

業る

要負１円

に請の万

る
い
て

れ
さ業

と事

の

金っ不 行 ３
第
綱
要
付
交

っ 金あ

交補な た 受っ月をて正
。 取た
書。日付助行

助ズ
補ャ 入自件ジ

本
ア

しに請精

年定金申業

合

同る算書

月、係額算

８

にさ 補

科域知

地倶協広

要

政を出町れ 助

域町提
じれ通望い

策通さをて

補

の地与

会業をた業

開 事域し事

を内内

す費以以

催 ア町

ウ

費い、さ

経除でと

る

本月 な

日業ジ

ら本日件補６事

消とし

。
）

な件に補助場 あにが補

がし」、

為

ー 資

係サ 料にン

己金コ
開 入金助の

計補ト 収る
の

業催
事

実
施
状
況

目

補補

策町賛告 収

政安

精

金金金料

助助

入
算
額

。精
」算

期 メ内場実
に書すな書

間 リ小内績

学生おにるどに

、 カ学

い

内 生とけおよとお

道
機載て

外 のアるいい記

光、会さ、

か ホメ観て
補にれ次

ら ーリ

助なての

約 ムカ
ス学
テ生、事るいと

イと物業とるお

実ャ
受の産のと。り 人

等で績ズ

い補交助金ま

しに交と書コ

旨助付金

どにた係付しにン

な金

いー

がつ。る申ておサ

助書るてト

記い補請い

開

さは金に。、の

載て
平交い助催

れ、等お補

申、業

い成付て事

て
る

対

っ係あ助
。年請補の

分、事

場部旨象

たるる
完

、関たの

はにま業

合
の既了

こし、
対の

助交助日

補に補の

交れ事す

のさ象属

金付

計

会

の

流

合

交そ

八 費他九

舞・

・

金 科場
会謝記音

費

営 目伝

設

宣 台録楽 支
精

費費費

上

入音展実も収 以

単出

に、精 の

れ楽の施に支
さ 客

通施よ特算 観

を実

た 訪

た効のれ が

じる色

と 、

流とるこ れ

交果あ

記 知

のて自が 倶

会し独

催地載 安

開、の

助内

フ文れ の
当域さ 町

書
のし

７に業と

月等事容

支る間、

にけ期て

日お
成と

命業平の

出事を次
お

令実

の績
月載

定内４記

決の年り

年

付た業る

行１さ

を容

金すの

決助関度

の補に
度

全あ帳年

のがる翌

定
きびら

又と及か

部る簿
間

部、類年

一は書５

は
返え存

取の備保

をそを

り

位算

円額 ら
スのい な

ェ化て み

）

バに 後
ィ造。 ず
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ス当担負との合

ムに
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テたし担の北
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イりて

通校演

行実る施を学鼓
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業のらしースたれ

事生

は歓

資ホ、、トテのた
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る受カ抜ほ入名
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。入リにかれでウ

りこ国７ル

れフよ、、

ル編れ際月カ

ォ

っ初トら１ 、

場資舗

出年 た日会が店

業施道内金の

店実 。は

者要内で確計

綱外は保

ら飲意舗

延でか、の店
も出

計本約食味の

べは
件二の

千提含店
てあ 程ェ人供めが 人フ

書 はの周。客な

スのや

にり

協に 入対知数入

、

料を図つ込

賛お 場象を

状

て 協 を従っいみ

い 、

のいは況

力、 徴来てて

得内 、小る、か

を道 し

こ行推

て外 こ学。実ら

ら を以の委測

いか れ生

会た

企約 事下ほ員し

る

業かか業

月プン時

十ロドか

六ミなら

日

時

ジ出８

ーの後

ュど午

シ演
ャに

金

をり頃

ンよ分

曜

じ７で

は、ま

日

て委、れじに奏

め月野

交校披

い員ホてた高を

でムる流生露

る会ーい
のンる

はス。会バす

。

催がど

引イ開ドな

、テ
をれ問て

者入訪し

率受

演流

め係、交

含にし、

ム

一直奏会

たる

ニ成ら交
校をにー

アさ高流日パ
知ィ

のた生深倶テ

州れ
ン校倶て安ー

モ高をめ
安るにに

ト生知い町）
町席

ーャ町。来出

レジ

、た

ジバのしし

・ズ内

日、

ズド般同後

ャン一

）テフオ４っ 度

・を家

ンジ舗。 まィァリ店た
出れ もルがナのこ でバ

め入め商店ら 含の詰ル

けのし出 た場か品をの
ほ者 日模た販た店 ２規
となかか 間を」売

ののど、ら

報が飲は 延

道行食出 べ人

資ら、で数 や

金中よ実値
あ 以 体 と学り際で 人 団

以く入り 上 な し生多の
観 に い下の場、 の ど て

々数場 客 招 るに人者入

入 本げにを者 が 待 。広

えみ れ 場 件、会数の 訪

ェのにてな た 券 フこ場

ス旨足いら 旨 を

記

外
テ文をるず

、
メン

ア日コ
を
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リ土サ

選
高施

抜日実
る

バのい

生）て

校日し

実

行接をが

ド日。
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費すさ

渡経露施

のの披

航
金たさ同支

に。なれ町出 本

係お、の）

待の内家

フ招庭町一
件

、力ホに

スし協の庭

ェ

イ

テ

会あし件

費る実でと本

行委費りて補

の。実行

料 数計
記わ関店 人と

支
徴

が、でを と画
事れ係

ししあ実

れま、い会

費業らがて

つ入てた会な計

実に収

行

載 ィ書運訳、
演 余れ

バでんで出 枚さ

内も配てな者

ル町では

で

本
ア

で員補行

市て舗委件実

た件、会助委

実町い本

アれ
募そ
公、
や間

行村

エ

が 万 場の内

会営場
設会

フる、こ求

事倶れめ、 ェ

業知にに同 ス

流りに

テ円精安交よ町

あ書に会、追

ィで算町

店的

ルっはは費出加

バ
開た、、
エ連提

催が収こウ関に

こと事ル分出

事、支の

資れ

にれも業カのさ

業

員等、の助
係に出精ム

予金

出委

算に

に員会の

、係
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決る

るのし主

務、源フ算補

領任て財

な事

書分こはェと助

収

らいテっ業

や担れなス

収

込中のもィての

振の

のルる支
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取各処、開。状

受、計
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事事た類
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設整
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約会たかけ備

規部あ中
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でのるらてさ

ずお

、営と計らて
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計びる当、ら

会及す担

定を計、
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員ら、ェ域経に会

農負る経

会ポそスの費

後ィ産担補理

でスのテ
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はタ

業等

平、行ルのな事制

お売れの

成チ委に即さ
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行い支

年シ会いがて収
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産業、れい況
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ザい取け店

バらたか
徴

ル会はよを

ー、組に

実
と内施出し
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管れた１実
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員
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制い

、

いが度会

てる程

か賛扱行がが
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はて保事

、金いっ確、

れ経
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銘でさ店て
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、

ち示てたり
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、
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万そ金
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日

直会使 あ フム上は員の
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て領 。 トテて実しを た

をィい行

金

い員う書

有ーな委こ収

償は

曜

記のたの

頒、上会し等

布有

日 担収証

で 旨加、食道平 年
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事 店
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料収 査券
入で 求除事合、び

収入

ェの

はは めく業計フ他

、、 た。精
事 結）算万ス出

業 果で書円テ店

精 、あのがィ者 万

算 計っ金収バか

書 上た額入ルら

チ、

円の 漏。に不会の

実安ケ配

体査目、券知

的のに

ト枚

に中つ行割町ッ付

券の販数

確でい委増内

収会）取売に

認、て員

き業入がに扱集対

で事

表て

な精、、つ所計し

てどな販

い算支土いな

の日、をど売

も書出曜

が収実又札通で枚

のの

金の
あ入績は幌じ売数

て支に外

しの額以

と書
て現
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計出つに

ててお扱

れいお金

さつ
確も

た、ねの

いはむい
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にでが

れ認の
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役を書
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８者入よによ

、加収に
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万もはり会っ
理認
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かろ
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フ。 損 万、程た件た 越

）出を、ェ失 円各度め
収請テあ に店徴申スが
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委はい料ルた

行らて数
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員電る納開め

店

で金 れ対足場出
会気

なの料

あ額 のしにで
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て行ど

、対 上万っ実な

ががい委と

入し げ円

場 あ収た員な
て 円 売 る入。会っ 万 券
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足
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してる店
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数
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れ。、
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すが数
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収入、
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る
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証て類
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等つ係
金た

類預い

書、な

拠は

てたプ
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に

れの

券てら。ロ
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収お
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分設まを準差

そ合

の備た一

協使、部資

謝記音交

力用保代金万

流 ・金 場
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と たい酒料

。や開 万

。た類は 枚７

こ
協広入そ合

れス円関催

あ

判び行券委が

他 場

の

ペ員販会り

明ス委を員

たシ会売扱、

し
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にそ
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一
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績
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を績 、
本額
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に
金
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件

生 算
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額 業

事差
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て
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業 開助数る

度で ル補客

載
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あ 末

績、 事にび

号

平収
成支
十差な
四額お
年、
八実

し載テ

観書施なべ記ス

補つ実ましィ

光ににい

助い態るてバ

とた会

、事てにごいル

の、りバも場

物業はあ

とで

展内前、ザの内

産

１類ル認は

に容記書ー

店

いしの作」め出

つと

成でら

事あ

記の時のれ者

てて

い交業り

付た、まつの

のはて流で、

申にこで

業

はかこ言会は事

請も

い精

、かとえ費な

申わをな

円の書

請らもい万他算

に、てに飲に

時ずっ。
ちい経け

お事直つ食お
と交

て精にて費る

い業

い書りる事員
、算補は

学外切で計。態会

中以

漏生適

生にれは上がが

入い場れじ切

まもな入

の会

拡場。料のたな

で
さが入上は計

大者収売
げ、処 れあ

が前理

こたあ記を 万 たっ

り１怠 とこ

、のっ やと

業係入に

円に日 にる場つ 万書初

付収て のに お 伴交料い
る 収申入は 銀約 け う

、 入請に、 行
不書つ前 借
れの 件 足のい記 入人 本

を載の を観 フ 分記て１

行客 ェ

あ テ 補容の っが ス 填内

ィ し等ア て
月行

十委

六員

日会
、

－は

円で
次

金年
度

曜の

円フ

日＝ェ

の平光。が

載エに観る
、

さ

産

れと成

てお
る実当物直

いり年、地

会委に展・

、行時産送

内会行実産

場員実の農

お事員の販

にの委施物

るとが載と

け業会記売

金倶わ会

的額助、合流

に精を知せ費

確を
事査不安た

にに流円

業し正町交万
記

支い受提費の

収な
をま給出

よれ円が

把ましさ万載
内偽

すわうたの虚

握行
こたす店数で

るれと出

て
ともる関とあ

待らが来のい

招か円本

アた 入見計

のこ
と 万 場て上

券、さ

及に がこれ

びよ 多のて

る

配載るをでも

数記い円
、上べで

布がが計述の
よる

れず前すたあ

さ必
こも１きう。

たし記べ

りた バ てにの おっ

この るいのと 、ル いつ

借客お報 の観 。てとの
行あ 金が実が 入数り道
委る に約

よ員こ
会と り
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推ま 件以
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ス

測た

テ
ィ
バ
ル

ね
兼
を
金
資
備
準
催
開 円

光て施、て

観し実をし

はしそ、

実てのこ

イ

、
ずまのしさ

るでれも切

、り、たはかを本

があ

しる
補、本、なし欠件

困で偽支てと

がの虚連

申に掲言

難あの出再は

なる

件本及

は２更本容

カア

本上分し

件記のな補件び

補の１け助補経

あ、

と事のでに

イたも

らにのっそ

か実

補

をイずがてに

オ
、反

因確助

補事事のれ要正

も
前と性金

助業業

スあ入
に ェで、

事精精

エ

ィたも無
る テっ場
よ

で事し

るの取

検計出出あ業て

料関か目り

しが上店店

成
平
て

たなは

補

業なと

事が績

の担実

が取助

助ま件そかなく

他たら扱金

金た補のっ

こ金本。、いに

を、助

認る

正れの件本が係

不

付助補め内

にに交補件

通

給っ決金助ら定

受よ

交のる知

して定の金れ

う件違付交。に

よ本が
又定決い

と補法決付お

助よ以れ金助費 万

す助

金う内ばの金等

交にでな交のの
付載

円 付収あら付交記

い定決に

と 額入るな決

支とこの定一

な に、こ
が い出なと適に部

る つ

い確

、 てのどに法つ正

変な等て性

本 記には性

欠

補 にわらにはに

件 載

記なにを

助 正りなつ、

書書の１っ欠不

業算算

に

係ののとのてけ正

に

いる

入りのるも受

る精収お

入額、適アとの給

収算

なよ

とに支正の認とし

め

に精及らっう

しつ出な

扱て関算びれたと

てい

、もす

べてなの事のる

うしが

に的扱
きはさよ業と虚

入経つ及っ

がさな収連

な、に費いびた

っれく

し

、か補つのて内と

て

、にて

事っ助いうは容

を、出必も

実た金てち

切

反と不出店然適

にこ

料いにさ

すに正店と的

記る受収う付を

るよに

業すく

載記給入営随欠

趣以な

のいは
で載しは

い

類そな

に、得

旨上り
補で

取もの

たそも

しも
っ象。

行対る

を助あ

組

及、

る金はに定て

て外

偽交当いび補

虚の不つ
あ、の金

の付でて額助

定交

請定る違確等

申決
当のす又に付

に額と法
こ不た請

た変るは当申

てに

とをと当っ書

る更
ですであは添

ま要はで

け
はるきる、付

く。てでる

金 確ないい

性
を、述交

いれた申 円
欠こべ付 万

いように つ
てによ請 に

こて、づ て
たっに基 い

に件果て 、
と本結い は

り助しさ の
よ補とな こ

れう精考偽

、金てれ 補

申

あ入てな算えの

で、

理のれ請

る場い経書ら

ま収い体記るで

と料な

はとる

で入事制載こあ

誤が不こかと

はの実の

、で

えり認備うらま

言

ら適たこは

なのめやし

え

。かれ切状の言

いほ
。をのとな

にたさ況こ

もの

あでよ、行るも

も

と助にので

るあう補為

な

ととす事関では

こる

にるない

は考る業わは

らら偽係事くと

明え虚

はこめ

かれのる業、認

も請入、れら

で、申収

補る

るとでと本をれ

あ

るて補助こ

がよあし件

の

適こと計助対と

、り

り
こあ

、で
が業
る事

い
に
れ

実付
は交

九行要

二

次す

と）
会３
員第

委綱

え情い認のべ

言事なと

認らう関

なは。めよき

らる適書

もめれな係

い

交助も 対
補の補た 助

の

額業で 経
対付事の 象

助
の変内あ

経をのは 費
象

でも。

前こ欠下をい

費

果て

１ら会結っ

記れく
、処と直

のは計

は上金象か

のい理しち

、

なに言さに外ら

切れ

るる事出

書係えれ係の

の経いべ補業店

類るな

補
し、

点費。き助と料 負の
費業
経事

の助
て



と請意今本お
と

３

平 認以求見回件り

成 上 め人の補、

十 の るの監助適

四 と こ主査金切

年 お と張をのさ

八 り はに通執を

北 海

ま請規し
付

人やし

を総らと求則か

期かは補、

第 補適５め

助
事に月、助本

業遂が本条件 号

道 公 報

しった

の証金た容あっ

や 実拠を

と認

約 施書交か会たと

状類付し場

況のす、内考め

第

補行４さ本

容実て第と

に委助う条れ件

少易行

助

く認員金現第て補

な
と識会の地１い

号

ま付

とるい交

類係なの

、申、決

て付まを

し交

月 、 ではじ行欠

十 実 き、てにく

六 行 な理の当取

日

が査っい

委 い由監た扱

員は見

会な委てが

員 。
対もと、ら

にい

金

てとて法た

しのし違れ

曜

っ断意はと

行判の又こ

日

経件件補 副

たし見不か

納 係で過補に助 出 に行

金反の 長 るきし助違金

示ようのす交 通 告るよ

違決 ） はうと交る付 達
留る決法定 が 、にす付

、 本

算意８定又は 、 予

件

のす月はは
、不 決る

なび 助

定こ日実当及 補

後とで行

や写べ交にえら
る 以 補しき付おられ 人
る、。 上 助のも決けれ

付と及観書 の 事添の定

審 客 にを決び光面 観 業

査 数 要求定額

、、確、に と しめしの

え 場

経書併定物加 入

た

て当展、 料

費面せに産

金
つ査額たの現 収

に審

査）の

もでに交調項る

実き対付

付付

行たす決等、交交

よた規決

委もる定にま

切当り、則定

員の適に

の考なた、補第時

会と

に 規え指っ当助
）い

約ら導て該金条お

請額。て

をれをは申の

交う交ののは

見、行、

実定
ば付こ付内確、

れ

等に委て

織書行し

組請
に。

明、会る

をは員い

付て

に添い

かのつ

らこ
たが

し
な支

たを当ら

約、長

規く庁

金べは今

助。述で、

補

るな後

。い、

交

のよ の

のの 円

もこ 万

と 決

のこ の

２な 付

、う

金

イな に

のが 定

り員為で に

速とあ委行

る

かれ、会で述 係

やさ

虚るた 事

にて著のあべ

いるく偽旨と 業

行いし

、遅申主お 告

し、 は

補昭延請張り 示
て基て違 、

助和しに

事

る又 成

業年いづい法 平

者８たい

等月。て。は

のっ実地 入

が５行不 年

の

てよ確て施調 と

いに

、の等 関

のり定は」査

業申行補確を 連

事、を

はう ど

実請っ助認行 な

容い業もこ に

績内て事

も い

係をるのとと つ

に
正容り検 て

る適。内よ
自す 確

料とと、討 も

資
現

領てて己る 認

やしし

請をに地

、決と申容定

計に可に調当調

会定が

すっに

に当能係査た査

っあ書べて代

関たでる

同る

るてっ類きもわ

す

とのさ様も

規、た等と

と

がう認審れにの

定こ

及お査し

不しめ査て調

で点れびり等て

備たら

適

」実が

あのる必を、

会認

付員と

添委当

の行
て制団

め体る

求のめ

を

し

が把と

たを」

い等体

い つ

件得本

本して

、握

のた、
べう て

述よ い

で
製

造事
製う型式の概

２

造 は所技技

又業遊遊型

該付れで 当

当日わ当 度

業局か交る

事けたあ 初

は

の概要検検検検又代

の 型製型申名 定表 定定

余 す

年有 造式請称者 定

書件載金地 べ

収本記資
れ内であ

等補さのが き

検又代製う型式
１

の助

名又業遊遊 表 定は造事

請称は所技技 者

申

付う助

る確。要交行補
業

と及応規こ事

こ認に
条務た

はびじ則と

北

遊のの 海

技遊で平

の

道

機技、成

適

公正

の機同 安化

認の規年 委

定型則８

等

員

及式第月

に

会

金

金類助

助書補

補る件

適たき

りまべ

よう

にが

機 事助る

な補あ

切、で

者

査所のの式業 検の機

行地類分名名

を在種区
胴技イミ

埼埼回遊エサ
ヤ株

県県式機リー

玉玉
越山技認ン式

川狭遊の

大及ニ社

市市機定マ会

及

一中型ッ

台字びア

南

験のび 番効 式業の 試者
名所名

番氏住 期 者氏 月

公東サ代

名名号日号間

平第 ア高

示京ミ表 成 ク砂

の都ー取 ア電

日豊株締 年 パ器

島式役 レ産８

東社里

ス業月号平区会

成 株

池見 式日

の 者及検の機機

会年袋

在種区 氏 のび査所のの

名所名行地類分

氏住を
重胴技

大高代三三回遊

電取県県式機

阪砂表重

技認

大器締度志遊の

府
業郡郡機定

阪産役会摩
城島び

中株石玉浜及

市

関

区会町町型

央式井

びに９ 告す

型関条日 示

式す第
る

第

のる１
法

道律

検技項 号

定術の 公

にの定
和 等上規

昭

安

法 す格よ
年 関規に

委

第 規適公
律 るにり

員則合示

あ
をで
理者
処業
務事。

員
で委
き行

べ実
うる

行

丁新式ク

対
。に

る会
あ

字検

目田のス
等

番芝定

地

に
る １す 地関 番 ８

九 規三

目
月丁治

社８二

６
第

則

日

北

間
年
３

ら号
か２

）番

野字の 海南社治蚊大式

屋定 公場字塩検 道船夫

広に 委丁原字等 安二松

目

見関 員９

す 会番番

る 委

番

６ 佐第
則 長１ 号規 員

しす 会

和い。 ）

昭てる 号

告る第

年旨

示

項

公定４

家検第

国の条

安

を

会営定

員俗検

委風の

事
、
は

て
し

則等い

規業

条 適
て

い
つ

に
施

実
の

業

男

号 文２
第 野条

号
２
第

を

号制）

４規。

第のう

な
切

６業っ

第び行

）及

行
を
導

指



造事

検検検又代製う型

の申名又業遊 表 定定は

の機 有請称は所技 者 定

び査所の 番効の 者及検

の

北 海

事
製う型式の概要検

４

式

又業遊遊型製型定

造
の機機試年 造 は所技技

月 査所のの験 式業 検

道 公 報

は

の概要検検検検又代

の 型製型申名 定表 定定
者及 年有 造式請称者 定
月 験のび 番効 式業の 試

第

検検検又代製う型式
３

又業遊遊 表 定定は造事

称は所技技 者 定の申名

効の 者及検の機機 有請
のび査所のの 番

号

要検 平
成型定
十式 四試年
年

月 験 八

行地類

氏住を在種 期氏
株代大神回

号間名所名

示阪式表阪奈胴

第公大
の府会取府川式

日大社締堺県遊

阪バ役市海技

中田名

号平市ル八老機

区ッ野西市

成北テ

８庄純２今

年本ク町下

在種区番 者

月東弘丁泉

平

行地類分名名号日

を
三回遊ト岡

成 重胴技ラ崎

県式機ッ産

年 松遊のド業
株８

市機定－式月

阪技認

会 中及

突の

鐘式

町型

万び社日

間名所名

番氏住 期 者氏

第公三岡代

名名号日号
平 ト岡

示重崎表 成 ラ崎

の県産取 ッ産

日松業締 年 ド業

阪株役 株８

成中会岡

式月号平市式

会

万社崎 社日

期氏

月突弘

８鐘安

年町

行地類分

氏住を在種区

岡代三回遊

号間名所名

示重崎表重胴技

第公三
の県産取県式機

日松業締松遊の

阪株役阪技認

岡中及

号平市式市機定

万社崎万び

成中会

の

８鐘安鐘式

年町町型

番

月突弘突

月号日 十
六平 日成

年
月

８

金

日 曜

日

３ 一

目

日丁番丁

）目
か１号
１

ら番番

３

検

間
年号号

定
規
る

２す

の関

地に

番等
第
条
６
第
則

日
間
年
３２
らの

か地
）番

検
定 日

の関

か地地に

）番番等

間規

年る

３２２す

らの

検検検又代

第
条
６
第
則

申名 定表 定定は

概要検

有 造式請称者 定の 製型

代製う型式の
７

号
２

年

型 表 定定は造事

検検又

技技 者 の申名又業遊遊

概要検検

６

有請称は所

遊型製型定

事
う型式の

２

年 造 所技技式定 業遊

造

要検検検検又代製
号

製型申名又 定表 定定は

年有 造式請称は 者 定の

試者及

技
遊型

式の概

５

者氏 月 験のび 番効 業の

日号間名所名

番氏住 期

平第公愛豊代

名号
豊

示知丸表 成 丸

の県産取 産

日名業締 年 業

古株役 株８

成市会永

式月号平屋式

会

中社野 社日

式 の 者及検の機機

年村

区 期氏 のび査所のの 効

行地類分名

氏住を在種

間名所名

公愛豊代愛ぱ遊
ん機ロ

示知丸表知ち技

締名このッ

の県産取県

古株役古遊認キ

日名業

機及セ

平屋式屋技定ン

社野中びブ

成市会永市

中

業 の機機試

年村村型ン

区番 者月 所のの験番 式

地類分名名号日号

在種

平第 回遊ヘ株

成 胴技ン式

式機ナ会

年 遊のオ社

技認ジダ８

機定サイ月号

及ンド
ー日

番効 業の 試者及検

型
び

住を 期 者氏 月 験のび査

号日号間名所名行

番氏

平第公東株代群

名
株

示京式表馬 成 式

の都会取県 会

日渋社締桐 年 社

谷ダ役生 バ８

ド寳境

ル月号平区イ市

成東 テ

二ー田野 ッ日

分名
区
の式 機

ク年丁町

定
認
のル
機マ

技リ
遊ア

戸
月長豊

８区裕

型
び

及

３目
ら丁
か三
）町

日井
年
地
間番

８区裕区式

戸戸検

月長豊長の

三に

）町町等

日井井定

３目目す

ら丁丁関

か三

る 年

式

６
第

地地則

間番番規

則
規

る
す
関

に
等
定
検

の 治丁

８目久六

６
第

月
番目

日３

式

間
年
３
ら地 か番 ）号

る
す
関

に
等
定
検

の

九規 四

第
条

イ
号
１

第
条

６
第

則
号
２

第
条

号
２



式の概要検検検平

定成 遊型製型定

十

造 技式定の

四 機試年有

年

月 の験番効 式業

八

北 海

造事

検検検又代製う型

の申名又業遊 表 定定は

の機 有請称は所技 者 定

び査所の 番効の 者及検

の

道 公 報

代製う型式の概要検

９

業遊遊型製型定 表造事

試年 造 は所技技式 者
又

のの験 式業 の検の機機

月 査所

第

は

の概要検検検検又

８

定の 型製型申名 定定定

業試者及 年有 造式請称

月 験のび 番効 式

号

又業遊遊

造事
製う型式

のの

検の機機

は所技技

区番期 者

査所

月 分名名号日号間十
六 平第公 株 遊日 示 成 式 技

の 機パ会

日 年 のワ社

認フミ８

定ルズ月号平金 成 及球ホ

びち日曜

式ん８

型ゃ年

日 月

地類

氏住を在種 期氏

の

株代千ぱ

号間名所名行

示京式表葉ち

第公東
の都会取県ん

日江社締四こ

東ミ役街遊

ホ安市機

号平区ズ道技

明藤鷹

成有
目雄一

８丁壽台

年三の

号日

を在種区番 者 氏

月

平

名行地類分名名
奥 代愛静ぱ遊

成 村 表知岡ち技

取県県ん機ホ遊

年 締名駿このッ機
式月

役古東遊認ト株８

屋郡技定ギ

上市小機及ミ会

町型ク

野昭山びッ社日

和

期 者

作鶴沢の

栄区用式

名号日号間名所

番氏住

平第公愛奥

名
豊

示知村 成 丸

の県遊 ロ産

日名機 年 ッ業

古株 キ株８

成市会

ン式月号平屋式

セ会

昭社 ブ社日

８区

ン年和
月鶴

ぱ遊

行地類分

を在種区

名この

県ん機

知ち技

愛

び

市機及

屋技定

古遊認

長の

区式

村型

中

検
す３

関ら

にか

等）

定日

丁

第
条
６
第
則
規間

る年

１

番

）地１

日番目

か

萩定

舞字検

間
年
３

ら地

に

丁窪等

二
目

関 ２
地る

番番す

舞

第
条
６
第
則

号規

３番
ら２

か目
）丁

日二
年

三に

町等

井定

戸検

間号

る

目す

丁関

号
１

第
条
６
第

地則

番規

イ

型

造事
製う型式の概要

所技技式

又業遊遊型製

概要検検検検又代

造 は の 製型申名 定表 定定は

号
１

年有 造式請称者 定

イ
事

検検又代製う型式の

又業遊遊型 表 定定は造

請称は所技技 者 の申名

有

定

事
う型式の概要検検

技技式定 業遊遊型製型

検又代製
イ
号
１

年 造 所 称は 者

申名又 表 定は造

の験 式業 検の機機試

請

号

を在種区番 者

査所の

行地類分名名

埼群回遊デベ

玉馬胴技ジル

県県式機スコ

さ佐遊のロ株
会

い波技認７式

ま赤及－社

た郡機定

市堀び

番効 業の 試者及

三町型

番氏住 期 者氏 月 験のび
ベ代

名号日号間名所名

平第公東 ベ

示京ル表 成 ル

の都コ取 コ

日台株締 年 株

東式役 式８

成東社鈴

会月号平区会

社

上木 日

式 の 者及検の機機

年野

区 期氏 のび査所のの 効

行地類分名

氏住を在種

代埼群回遊デ

間名所名
ル表玉馬胴技ジ

公東ベ
都コ取県県式機ナ

示京
日台株締さ佐遊のナ

の
東式役い波技認

平区会た郡機定－

成東社鈴ま赤及

上木市堀び

業 の機機試

年野三町型

区番 者月 所のの験番 式

地類分名名号日号

在種

平第 千回遊ゴ株

成 葉胴技ウ式

県式機カ会

年 四遊のイ社

街技認レメ８

道機定ツー月号

市及デシ

及検
の型販

鷹びンー日

行

氏住を 氏 のび査
の 者

式表木

沖株代栃

名所名
山

宜社締小

県会取県

縄
市シ別荒

湾ー市

野メ役

真ー所井

鹿検

五字の

橋大式

志販

等

目島定

丁

に
る

地５す

番－関

九 規五

目
月丁晃

８一暢

６
第

則

日
）番
か

２
ル
ビ

間藤
年佐
３
ら号

晃五字の

８一暢橋大式

目丁鹿検

月丁

目島定 日

等 ）番

に か

る

３地５す

ら号番－関
６

ル第

ビ則

間藤規

年佐

目定

丁検

一の

台式売

２

則
規
る

す

地関

番に

１等
６

第

目
丁地 ２鋼番 喜売直

番

２
第

階条階

号
２

第
条

号

号
２

第
条

号



造事

検検又代製う型式

申名又業遊遊 表 定定は

機 有請称は所技技 者 の

所のの 効の 者及検の機

のび査

北 海

定

事
う型式の概要検検

技技式定 業遊遊型製型

番 式業 の機機試年 造 所

月 所のの験

道 公 報

造

概要検検検検又代製

製型申名又 定表 定定は

年有 造式請称は 者 定の

び査 番効 業の 試者及検

月 験の

第

事

検検又代製う型式の

又業遊遊型 表 定定は造

請称は所技技 者 の申名

効式 の 者及検の機機 有
のび査所のの

号

検検 平
成定
十定
四年

年

月番

八

類分

氏住を在種区 期氏
代東回遊

間名所名行地

示京式表京胴技

公東株

葛遊の

の都会取都式機

飾大役飾技認

日葛社締
技木小及

平区都区機定

菅研原菅び

成小

の

８丁海丁式

年二二型

号

在種区番 者

月目俊目

平第

地類分名名号日

群回遊テベ

成 馬胴技ンル

県式機トコ

年 佐遊のウ株

波技認ム式８

郡機定シ会月号

社 赤及

堀び－日

町型

氏住を 期 者氏

字の

大式

名号日号間名所名行

番
平第公東ベ代埼 ベ

示京ル表玉 成 ル

の都コ取県 コ

日台株締さ 年 株

東式役い 式８

社鈴ま

会月号平区会た

成東 社

上木市 日

丁晃五

８一暢橋

年野三

名

氏住を在種区 期氏

月

遊デ

間名所名行地類分
胴技ジ

公東ベ代埼群回
県式機ス

示京ル表玉馬
さ佐遊のロ

の都コ取県
役い波技認７

日台株締

東式

ま赤及

平区会た郡機定

上木市堀び

成東社鈴

一暢橋大式

年野三町型

月丁晃五字の

８

月日号 十
六平第 日成

年
８
月号 金

日 曜

日

８８検

号に

）９９等

日番番定

間規

年る

３す

ら関

か号

等

島定

鹿検

第
条
６
第
則

に
条
６
第
則
規
る

５す

－関

目丁

第

目 日
）番
か

ビ
間藤
年佐
３地

ら号番

目丁鹿検

階
２
ル

目島定 日

等 ）番

に か

る

３地５す

ら号番－関
６

ル第

ビ則

間藤規

年佐

検検又代
号
２

第

階条

２

型申名 定表 定定は

検検

号
２

年有 式請称者 定の

検又代製う型式の概要

業遊遊型製 表 定は造事

請称は所技技 者

申名又

造

定定

型式の概要検検検

技技式定の 遊遊型製型

検又代製う
号
２

年有 造

定表 定定は造事

検検検

は所 者 定の 型申名又業 型製
の概要

年有 式請称

験のび 番効の 試者及

造

間名所名

番氏住 期氏 月
平第公神株代

号日号
示奈式表 成

の川会取

日県社締 年

厚オ役 ８

成市イ大

月号平木ー
中ズ泉 日

の 者及検の機機

年町ミ

者 氏 のび査所のの式業

類分名名

氏住を在種区

株

名所名行地

式

群株代群ぱ遊
ん機踊会

馬式表馬ち技

締桐このれ社

県会取県

生ソ役生遊認大ソ

桐社

フ

境機及長ィ

市フ市技定

ア

境ィ井

機試

町町型

野ア置野び

者月 のの験番効 式業 機

名名号日号間

種区番期

平第公

類分

株 ぱ遊

示 成 式 ち技

の ん機フ会

日 年 このィ社

遊認ー三８

成

技定バ共月号平

機及ー
びウ日

効の 試者及検の

型ォ年

在 期氏 月 験のび査所 番
間名所名行地

番氏住を

平第公群株代群

号日号
示馬式表馬 成

の県会取県

日桐社締伊 年

生三役勢 ８

成境毒市

月号平市共崎

野島三 日

シ株
名名

者
式業

年町和

研
技

都
大
ク社
イ会

ェ式

目
月丁治

８二政

）番
日７
か

の

七定七式

間
年
３
ら号

定

目目検

丁男丁

等
則
規

る
す
関 地地に 番番

のテ月

式ン８

６
第

検ッ

）

定ド日
か

等
則
規間

る年

す３

関ら

に

８六秀町

６
第

月丁行

目

番 日

地

間
年

３
ら地 か１ 番 ）

九
六

イ
号
１

第
条

イ
号

１
第
条



型式の概要検検平
成 遊型製型定

十

造 技式定

四 機試年

年

月 の験番 式業

八

北 海

造事

検検検検又代製う

申名又業遊 定表 定定は

年有請称は所技 者 定の

所の 番効の 者及検の機

月のび査

道 公 報

造事

代製う型式の概要
式 者

又業遊遊型製型 表

検の機機試
造 は所技技

査所のの験 式業 の

第

定は

の概要検検検検又
称 定の 型製型申名 定定

式業試者及 年有 造式請

月 験のび 番効

号

又業遊遊

造事
製う型式

のの

検の機機

は所技技

区番 者

査所

月 分名名号日号十
六 平第 遊エテ日 成 技ムク

機エノ

年 のスコ

認ガー８

定ンシ月号金 及ダン

びム株日曜

式会

型式

日

類

氏住を在種 期氏

の社

栃回

日号間名所名行地

ク表木胴

平第公東テ代

示京 成

の都ノ取県式

日台コ締下遊 年

東ー役都技 ８

ン河郡

月号平区シ賀機

成台
東株田野 日

大

８丁会節町

年三式木

在種区番 者 氏

月目社子

名行地類分名名号

を

代沖神群回遊ハ株

表縄奈馬胴技ナ式

取県川県式機デ会

県伊遊のン社 締

ツリ

役覇横勢技認セオ

港市市及ン

市浜崎機定

乃型ア

原町中日びピ

石

山町の

昌丁新出式

３区

間名所

番氏住 期 者

幸目

平第公東株

名名号日号

デ株

示京式 成 ィ式

の都会 グ会

日台社 年 ダ社

東オ グオ８

成東ン

ー月号平区リ

イ

上ピ ズ日

種区

月丁
８二

ミ年野ア

技

神回遊

行地類分

を在
技認

県遊の

川式機

奈胴

鈴型

市び

原及

勢機定

伊

す
関

に
等

定
検

７の

川式

６字

第
条
６
第
則
規
る

赤

日番南

）
か号塚

ら
３

検

間
年

４下

定 番３
丁等

る

番す

３関

号目に

目

第
条
６
第
則

号規

日

検

間
年
３

ら号
か７

）番

則
規
る
す
関

に
等

地定

番

イ

号
２

第
条
６
第

習

技種平技平習教

の教
導指

能類成能成指

検

１

検以

技

成査種期

平審アイア

の類技教日

８類検指検

年種能習能

１

号
２

月、定導定

函

道号 館

イ 方

の
路
面

規 検検交
公

定 定通
安

に 定の

法
委

よ 員 有

造事
製う型式の概要検

技式

又業遊遊型製型定

検又代
号
２

年 造 は所技 称者 の申名表 定定は

検
有請

審員

定外年定年員導

員の９員
格２格

資運月資月査資

格転
証許証証

者免日者日者

）交）交

のの水の水の

をらを

付類付か付

交種

け日け

受応受４受

をに
たたてた

けじ

期員員員

時
、査査査

日日審審審

普

び、、

及型型

間大大
大大

北、、

所通通

場普

り
昭

函、、

道特特

海

会

、

番効和
告 期技 示

能 号間年
第 道

検
法
律 函定 第公号 示第 館員 の審 方 日査 号

面及 ）
第 号平公 成び
教 安

習 条

委

の験 式業 検の機機試

年

を在種区番 者月 査所の

平

行地類分名名号日

栃回遊ニテ

成 木胴技ュク

県式機ーノ

年 下遊のデコ

定トシ月

都技認ーー８

賀機

郡及ラン

及

木型ン式

野びイ株日

名

氏住 期氏 のび 効の 者
京ク表

公東テ代

間名所
役

日台コ締

の都ノ取

示
東ー

東株田

成台ン河

平区シ

）で

者技い金者 年三式

で該

当検いま当

で能な

審３習

技員の教

該定者

員

定を間導

検査日指

能
員受

九 資け資

七

に

証と証

者う者

格よ格

二二

方自自

館普普

にす

牽

公、、

面

け 牽 け 安

んん

長
員

委
会

員））

委引引

８指 の

山

員

員 第 月導 ２

会

審 ４ 告

）査 項 日

示

イ ３の 号 ら次 １ かを 第
実 第

り び 間お 及 年と
施

大のン社

町式ギ会

す 条

関

塚に

赤等

南定

字検ガ
す

子

８丁会節

６
第
則

規
る

６
月目社

日番
）

る

係る係

間
年

３
ら

か号

許

免免

転転

運の運

るも

項
４

第
。 ３

る の

繁
根

許

号
２

第
条

第



お請

紙受平らな申

証か
後、先

で付成午

納期

電

す８時送

付間年５郵
よ館海話

る月まに函北

で こ

北 海

アイ
審し査成

提項写審審平
査 出技又

を 書能は査手

目料北
受 類検第細数年
け 定
第つ納道
よ 員条にの海

審

道 公 報

３査

イ受函の審
条

２３

北ア函北資方第の

審館
項請

海以館海格面４申

石警内第手

道外市道管
号

察審川察に２続

警の
本査町函住

第

時場
ア

教有平の幌

を間所１札
市

平

午の手

成習す成

指る

９の区

年導者年前ア稲

９員を９

号

平の
成種平学
十類成科
四指 以

年外年導
八の９員

と日とる市道

。す申石警

。は町函－ 月る請川察

）

館－ か受

方 らけ番 付面 地
の 日け本
内 な部
運

）。転線 水い

ま免

と 査１い付条
う

） で許

る ににの第
す 等項て例

者 関規審

、 るすの）
は す定査号

査 則審部２ 審 規る一第
申 査が条

を 成請除定 請 平申免に

に

る 年れる す ６書さめ

館所 部

方を該

本すす 地 通面有当 番 交
運部るる の 部

運者も
あ

許免あで

免転での

転

函、こ

験課てる

試許っ

曙
幌運路。

札館道と

課

か並５

月資除月時

格く

午に４

日者。日らび条

証）
）５イ目

木の木後同丁
番

付及時の１

）交

で及１

をびま

受
け日び号

て
な）係

い金に

月運月及

十び 転

六免日技

日許能

にの

類員

種）導

の水指

金

じ格

応資

曜

教有

たを

日

日運

曜館

土函

の課

習す

日験

曜試

日許

び免

及転

と 国る額

の
日
く
除
を場

あこ に 公で、 き 家者を
海

員とに 北 委るれ 、 安

、す 公

規は当 道

会き相
員

３れ額 委

第こる 安

則

す北 手

）証の 会

号を面

免許法

転免通

運転交

第

許試第

試験

第
項
４
第
２

場の

験場条

日査

者２審

いのる

号
２

能
技
び
及
員
導
指
科

学間

を
査

審
員

導者

指る

導
指

前
午

も
る
す
と
う
よ
け
受

関能
に技
習る
教す

時
９ 収 条

条書道 料

３る海 数

１通の通例入

第１面１

又

員
導目 指項 習査 教審

第
は

定る
検す
能関識

技に知

関能

審技に技

格
資
の
員

４
の

目定る

項検す

査能

員
法定
方検
の能
査技
審

る要科

教車技す必学 等

習

指運教技な教

習の能

員技の習

導転習能教

動習技動

と能自教の自

必のいの

て車を能車

し

）に

な転。転

要運う運

関審 自に

動関に関

自に

査 運知
のる
車す査審 動

方目 価
評
の細 能

技
転識

動い能

道項っ自つ技

法

定

交規い車て検

路にて
す事習知の

通定る教の

教に施

第る項所識実

法
則関に

内るす の
のす関 条
容法る

自察

４なに識

と令知 第

運車び 審能の動及

技車

査員技運点

定転の採

検
て能能

し技技

と能転の

自る 目なす

要関

必に 細

技そ績面基績

査
審

動観

あ試はあ

能ので接準で
そこ

験格る験、る

試合
方準とよれと

の基こに

に、行れ

法は。りぞ。

う 準

とセ

てーのー

じパもパ

績面基こ

うンしン

行セ

あ試は。

ので接準と

そ
格る験、審 合
基こに

セ

は。りー査 準とよパ
うン

、行

方
法 セと上

ーの以

パもト

正そ績論そ績論
ンしの

式

と誤ので文ので文

こ

格るの

。式合あ式合あ

基こ筆基こ筆

の格るの

。試

記準と記準と記

筆
験、験、験

試は。試は

に に に
りーりーり

よパよパよ

うンうンう

行セ行セ行

あ技準

技つじので実基

試）格る試は

い 能。合

の 験の基こ験、 審て
運方準とに
りー 査転 自法は。よパ
行セ 免 動に、

許 車準
ーもト 試 方のじパうン
上 を 転行セの以 験 運て
もトしの い 法にうンと

う
必

九
八

の上

の以そ以

もト、ト

、成格成

しの合の

と上 上ので等 以そ績

ト、成 トもトも
成格る

の合あ

上と上と

の以の以の

も
成、成、

しのしのし

と

上そ績 。
要の以、成

、

下
技しのので 以 等なと
同そ績格る

能、成合あ

に



２
受

期時場審函条

平 日間所資館の

成 格方３

十 面第

四 平午札北管４

年 成前幌海内項

八 ９市道に第

北 海

１

教

成査種

平審アイウエ

の類技技教

検検指指

年種能能習習
員員

月、定定導導

８類
期員員

日日審審審審

道 公 報

１ 函

道号

５６

館

イ 方

の
路 合合問審

面

規
交 格格い査

公

定
通 発発合に

安

に
法 表表わ関

委 はせす

よ 員

り
昭 、先る

会

、
和 審問

告 査い

第

そ知自つ教に

識
知

る
す

の識動い習つ

号

る要則

す必教
関

に
習

教

月 年時手警住２

十 ９か稲察所号

六 月ら区本をに

日 午曙部有該

条通るす

日後５交す当

５
丁運でも

水時４部者る

）ま

金

１免っで

で目転あの

曜

１試、る

番許てあ

日

時
、査査査査

号験道こ

及型通型通

間大普大普

場種種種種

び二二二二

館
函

道
海

北
所））））

方

技 示

能
年 終合

第

検
法 了わ

律 後せ

定 号

お、員
第 おは

む申審
び 第

１先及 ）

ね請査 号

週に

間す教
導 ２

内こ指 の

以る習 条

の導て

他車て指い

にと

識と知

動習知員の

自教

必

運関て

のにし識

車所
令教

関法な

にる要

転す
論そ績論そ績

るに育

す
ので文ので文ので

そ績

と

の習容

識教内

知なの

いて

を能っ

習技な

教の

誤
正

に項

）事

。る

うい

運法

幌通

札交。

課路と

転第

免

項
４

場第

験２

試の

許条

員
委
会
員

委
安

公
面

２
第

文審 ４

、。員 第

根
山

長

号

よ次 １

にを 第

書査 項
り び

人お 及

本と イ

りの

通実 第

に
知施

あ

。。 ３

るる の

すす 条

の格る

合あ式合あ式合

基こ筆基こ

格るの格る

と記準と記準と

基こ筆

、

は。試は。試は。

準
、験、験
に に

ーりーりー

パよパよパ

ンうンうン

セ行セ行セ

以の以の以

トもトもト

行
り
よ
に
験
試

記
筆

の
式

第
は
又
号

の
も
う

証か
成午お

審平紙受平らな
後、

査成で付
納期 を

８時送

受年付間年５郵

繁

北す

教査

る免型免る審

ウエ
通又習手

技大許）普許

検自係自は指数

能型に

項
４

第

定動る動普導料

第
普許

写掲免型免

イアイ

型に通又

審し示大許）
動普

細類自係自は

査書

しの

上と上と上

目動る

３

成、成、成

のしの
に普に査提

表表表審ア

規型規通規の出規

に大

類第

定自定自定申書則

車る手３

す動す動す請

、
し
と

る車る

型る表通

大すの普

関項
定車

動則規動

自規に自

でよ

よ海る月まに

け 車

う道こ
例。す申

と条と日とる

す

）。は

る第月る請

者

付

、）らけ

は号か受

審第
申条な 査２日け

員の
を定）。 請に月い

転第自資納

員車運車通
者

格二免二動格付

資第
免証免第証

者種許種車

許及許二

証

規教免通

普のびの種普

指に

）習則習許）

通教

導係

指第
導

車通

審第審運

員条員る

二動

つ第転第自

に車運

免第

て種許種車

い二免

の種

審許及許二

の免証

能許

の技規技免

査のび

定係

部検第検に

一能則

審運

免員条員る

が定７

技第教第教続条
除審第

指種指１

能二習二習第

員又

定免導免導項

検種
資の資の資は

員許員許

格教格教格第

者習者習者

導導第

証指証指証条

型審通項

普員大員普１

）査）査）に

通審

技種

二成る二

第平す第

許国検許

免年能免

種６
資能

技公員技

の家定の

定員者定

検委格検

能安
審規審

員会証員

るるで すめま

査則大査

日 に、曜 きを土 と額の

相日 海
にび 北れ及 、こ
道九

公
当曜

九

く 員
額除 委

るを 安
す日

許

を項を免

査１査転

面

によ及

け表け証

受の受
則

と定と規

う規うび

よ
るるる第

すすす

者教者
大１

、指、第

は習は条

査１査転

型員型項

大導

受の受許

れを項を免

さ

よによ及

者け表け証

る

と定と規

あう規うび

で

るるる第

とすすす則

る

は能は条

は者技者７

き

大定大１

こ、検、第

、

のをの規
を型員型項

れ

付す

交受交受交定

のを
をよをよをる

付け付け
けとけ査

受う受う受審

も請

たすたすた申

けと
の者の者の書

もるもる

あ、あ、あ

ではではで

こ則こ則こ

る規る規る

受

を第型を
と第と第と

。交よ

け号のけ

受３）
す

と下をと

う以付う

よ
す受

もは

者則た者

る規ける

技いで規

、との、

は」

日 会

検。る第

能うあ則

道前 料
海午 数
北の 手

の 自資自の

例入時

収９ 条

第規

車者車に

動格動表

二二定

第証

表

証自資自の

種大種す

規

る車者車に

す動格動

面１二二定

書第証第

。

の通種大種す

。 。

通

項項１

１１

第第

条条 員第と条

定）こ７

のの

等第項

査条１

審７。第

に１の



能

項に技

査習る

審教す

能る要

教車技す必

目関

審習の

北 海

法規関自に員
導

指
習

教
査 律定す動関審

道 公 報

定る
検す

能関識

技に知
す自正 自察道

る動化 号 動及路

第

４

能関能 査技審技に技 審

定る 方検項検す の能査

能の 審技車 等員
法定目

査審

号

申
平請
成先
十
四
年函北電
八

能教

指運教技な 館海話

員技の習

導転習

し動習技

と能自教の 査

運う

必のい 細て車を能

関に

自に） 目な転。

要

技準と

技そ績実基こ

動

のる

第する車す

能ので

る法

）動に転識

号自令運知

ての

２運い能

第車つ技

１行知価

第代の評

条転

論そ績

にに法

項業識方

） 車び運旅車に

文ので

自転す 第 の採送客運関

転の動代る ２ 運点法

業律 第

技技昭車行法 条
送の ３

能能和運

に

業務成 に

関年事業平 項
規

す法

る律及の

こ正そ績

観第定び適年

あ技準と誤ので

で実基

し
と能 査員技

定転
検運

じの

動
自 目な

要
必 細て

い 能。合

技つ

月市道

十石警

六－ 川察

日町函
館－ 方 番面 地

の本

金内 部
運線 曜転
免

日

、 審試合あ試は。

） 許

験格る験

の基こに

は。りー 査方準とよパ
うン

に、行セ

法
準

上

てーの以

じパもト 方

、成

うンしの 法行セと

式合あ

等の以そ績

もト

。

記準と

筆基こ

の格る

験、
試は

に
もト
うン
行セ
りー
よパ

る

る試は。式合あ

の以

筆基こ

こ験、の格

とに
ー試は。

。よパ記準と

行セ験、

り
うンに

行セ

の以りー

もトよパ

、成もト

しのうン

と上

基 審て 試）格

そ績の以

運方準

の 験の
免 動に、 査転 自法は

許 車準
セ 験 運てー 試 方のじパ
もト い 法にうン を 転行

等なと上 。
要の以 う
必

験
試
許
免
転

運
館

函
課

以

る

しの合あ

と上ので

場

を北たり

、成格

渡

漁使めで 島

業用は

海

海道

法しさな 区

てけい

海

漁面

昭行」。 業

和う採
漁

調

捕
業

整

権

１２３

、成
しの
と上

置基

平保敷指平保定に

区漁づ

成護設示成護

区さ期

の漁

年域れ間年域業き

月い月の保業

８て９内

、成

合あしの

のでと上

格る

渡

渡 島号 海） 島 審

区第 支 査

漁庁 に

業条 管 関

調第 内 す

整

そ績

能、成 下
技しの

る

格格い

合合問

５６

に同
、先
はせ

表表わ

発発合

調

関識
に知
習る
教す

年釣に 委

法漁つ
整

員

律法い
規

会

第」て
則

指

に知 示昭
よ事 第

るの 号和

３）許 号年
北 さ可 第
けを

１規 のけ 第道 」受 条海

る１行護を

項則 採た

かの域む

日定日為区営

止に合

漁ら禁内場

置
具

いこ

か月おは

ら

日ての

まは限
産は ト水で ーで、り メ

１ 地

以 島動な ル 渡

委項 先 問

員の 海 い

会規 面 合

指 わ指渡定 に
示に お せ島第基 け は

海２づ る 、

号定 申区

次 置 請き

漁

にの 漁 先

業

のお すと 業

調

識審 び適１行知

保り る

終 動化にに査 自正項業

後 運関定す了 車に規関

お 代るる法お 転すする

ね 業律動にむ 行法自令

週 業２運い１ の第車つ

以 の第代の間 務条転て

法客
送旅
運る
路す
道定

３送
第運

条車
２動

第自

の第 捕者

規及
に業
項事

にが 規つ当
第 基て許 ） にい該 号 定
づ、可

次内
規 渡との の 、の容 条 き

禁を に 海り捕 定 島お採

物い

する り に止す よ 区

捕 区 漁採 の 区の。 内 海
委っ す 整行 と 調を 域 業

長ら

会な

会は 。 員て る

こ

。

西い
な

整

区示 と護指

委

域す 。

員

つ。
にる

示会

法
業

漁
、

て
い

書 る文 あ、 でに 績内

昭

通
に
人

本
り 。よ とに こ

の格
式合

誤の
正そ

す
知

験、
試は
記準

筆基

一に 〇よパ 〇

る場 試 お

うン
行セ

りー

こ 究
たは 研 る。合 験 け
だ

た

」、の限 舶しの 等 船

和

業

美漁
、

勝し
だ

田 の以
もト

。
る

第
律

法
年

、成
しの
と上



る月
１

平 に日

成 定ま

十 めで

四 ると

年 禁す

八 止る

北 海

２

福ー最止１

町同メと禁

磯島 かト大期に

と 上線

め

境 町町 らル高間定

の
合点時る

界字 葛沖の潮
及海禁

線日 登
と 支の
び岸止

道 公 報

心
点 点点点久

ト
最 １２３別ー

と 根メ

左線
潮 口の

高 河ル
大 川

基と基ル基

第

岸点点点

首ら海基基基

台合点線第第第

灯沖基
第と１２３ 中

１に号号号 心

北久

とー、っ

点メ号よ

最ト点て函

号

１
区

成止椴

平禁
法

と 月

村 ８

華 年域
恵

日

月 区

十 域

六 の

日

、
ち

う
、

金

、

曜

及

日

最出 灯

び

島と域

大日 台メ福線区

出 心ト町にの

高の 中ー

っち

時岬 点ル字よう

潮
最線符て、

海先 との白

岸端
に舞まに

線と 大と慕囲

の大 潮よ岬れつ

と最 高

端区て

交高 時っ先たい

か 岸囲と域は

点潮 海て

岸と
時

ら海 線ま最、

時

線第線に
海 点 点のの点

１点と２とよ
岸 第 第交

て
と 号 号の号最っ

線 ２
点ら高囲
の か か交か大
潮ま
交 ら ら
正点
時れ 南

のら の海た 度度か

線岸区

分線 と線域

大のの 線基 最と度 のと

と点

海別

大ル１囲館海北根

立水道川

高の、ま市道

２た待産水河

潮線点れ

海に、区岬部産口

時と

根三岸

岸よ点域図部左
と

とて及点角線

線っ３

点
水最

の囲び

交ま基

大
高

点れ点

かた第

潮

と
線

界
境

の
町

山
ら区３ 区

海 海

時 島

潮 渡

高
大

最
岸

成
平
、
は

て
い

つ
に

年

とれ大平

１
月

岸
た高成

度線 の

と 交区潮

域時年

岸月 の交 か海９ 分の 点

、線１ 線点 ら
、と日

交ら の大点のか 度最同

線高か
ら点
を月 、潮
知時順

最第 高交線

次日 度 海 内

高号 時か最 大３ 潮点、

時ら 岸正高 潮か 海ら大

岸南 かの時 海正 線南潮

か線 沖、岸 線の ら線海
磯及 らと 合上線

の町び 沖交

線 点 メ葛 合同

南の海

正域号）時
ー登

の

、をと

線点線

の各岸

潮結

高に点

大次交

最順
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